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平
成
17
年
の
主
な
出
来
事
（
広
報
よ
り
）

１
月・

４
日
　
新
町
初
の
成
人
式
に
１
５
０
人
が
出
席

・
５
日
　
町
消
防
団
（
団
員
９
１
５
名
）
出
初
式

２
月・

６
日
　
第
21
回
大
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
２
４
０

０
人
が
健
脚
を
競
う

・
12
日
　
竜
崎
温
泉
潮
風
の
湯
、
入
館
者
80
万
人
達
成

・
20
日
　
周
防
大
島
広
島
町
人
会
が
発
足

３
月・

23
日
　
平
成
17
年
度
当
初
予
算
議
決
。
一
般
会
計
１

６
６
億
６
千
万
円

・
26
日
〜

第
９
回
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
48
チ

ー
ム
が
熱
戦

・
31
日
　
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
が
発
足

４
月・

１
日
　
周
防
大
島
町
個
人
情
報
保
護
条
例
を
施
行

・
11
日
　
竜
崎
温
泉
潮
風
の
湯
拡
張
工
事
起
工
　

・
21
日
　
久
賀
潮
風
呂
保
養
館
、
入
館
者
50
万
人
達
成

・
25
日
　
町
観
光
協
会
が
発
足

５
月・

26
日
〜
　
巡
回
町
長
室
を
実
施

・
28
日
〜
　
周
防
大
島
ス
カ
イ
カ
ッ
プ
２
０
０
５
で
53

名
が
フ
ラ
イ
ト

６
月
　

・
８
日
　
戦
艦
陸
奥
殉
難
将
兵
慰
霊
祭
を
挙
行

・
11
日
　
周
防
大
島
町
誕
生
記
念
式
を
挙
行
。
町
章
、

町
花
、
町
木
を
発
表
　
　
　
　
　
　

・
29
日
　
町
自
治
会
連
合
会
が
発
足

11
月
６
日
午
前
９
時
、
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
周
防
大
島
町

内
22
か
所
で
住
民
の
皆
さ
ん
、
県
・
町
な
ど
の
防
災
機
関
が
協
働
し
、
総
合
的
な
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
当
日
は
、
前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
に
よ
り
主
要
４
会
場
の
他
各
地
で
予
定
し
て
い

た
住
民
避
難
訓
練
や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
急
患
搬
送
訓
練
な
ど
一
部
の
訓
練
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
初
期
消
火
訓
練
・
心
肺
蘇
生
訓
練
・
倒
壊
工
作
物
か
ら
の
負
傷
者
救

出
訓
練
・
非
常
炊
き
出
し
訓
練
と
い
っ
た
町
内
の
地
域
防
災
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
試

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
救
援
物
資
輸
送
訓
練
な
ど
災
害
孤
立
地
域
対
策
、
倒

壊
木
造
家
屋
救
出
救
助
訓
練
・
多
重
衝
突
事
故
車
両
救
出
救
助
訓
練
・
毒
劇
物
施
設
災
害

対
応
訓
練
な
ど
災
害
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
た
連
携
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
内
の
小
学
校
で
作
成
し
た
防
災
マ
ッ
プ
・
防
災
課
題
作
品
の

展
示
や
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
展
示
、
防
災
対
策
計
画
事
業
者

に
よ
る
訓
練
、
各
機
関
の
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
回
の
訓
練
の
成
果
と
反
省
を
、
今
後
の
防
災
計
画
や
防
災
活
動
に
役
立
て

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
島
会
場

災
害
対
策
本
部
の
設
置

久
賀
会
場

心
肺
蘇
生
訓
練

橘
会
場

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助

訓
練

東
和
会
場

自
動
車
か
ら
の
救
出
訓
練
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７
月・

２
日
　
「
海
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
で
漁
場
の

再
生
等
に
つ
い
て
討
議

・
８
日
　
４
町
商
工
会
が
合
併
契
約
調
印
式
。
合
併
は

来
年
４
月

・
10
日
　
町
農
業
委
員
会
委
員
さ
ん
が
決
ま
る

・
11
日
　
片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド
、
入
館
者
50
万

人
達
成

８
月・

１
日
　
大
島
商
船
高
専
と
連
携
協
力
協
定
を
結
ぶ

・
18
日
　
周
防
大
島
地
産
地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

発
足

９
月・

23
日
　
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ラ
の
祭
典
」

を
開
催
　

・
23
日
〜
　
26
名
が
カ
ウ
ア
イ
島
を
親
善
訪
問
　

10
月・

24
日
　
観
光
協
会
に
よ
る
「
地
魚
の
店
」
認
定
証
交

付
式

・
25
日
　
子
育
て
支
援
室
が
油
宇
保
育
園
に
完
成

・
27
日
　
公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
を
設
置

・
30
日
　
道
の
駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
、
オ
ー
プ
ン
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
施

11
月・

６
日
　
総
合
防
災
訓
練
を
４
会
場
で
実
施

・
20
日
　
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
ス
ロ
ー
な
文

化
を
体
感
＆
体
験
」
を
開
催

12
月・

22
日
　
周
防
大
島
〜
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
高
速
バ

ス
運
行
開
始
（
予
定
）

周
防
大
島

町
で
は
、
８

月
に
小
中
学

校
の
先
生
方

を
対
象
に
実

施
し
た
Ｔ
‐

Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
第

２
回
周
防
大

島
防
災
だ
よ

り
参
照
）
の

成
果
を
も
と

に
、「
小
学
生

の
み
な
さ
ん

に
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
意
識
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
く
」
た
め
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
Ｔ
‐
Ｄ
Ｉ
Ｇ
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
、
み
ん
な
の
力
で
手
作
り
防
災
マ

ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
10
月
か

ら
、
４
校
で
こ
れ
に
沿
っ
た
防
災
学
習
を
行
い
、

成
果
の
一
部
は
、
11
月
６
日
の
「
２
０
０
５
総
合

防
災
訓
練
ｉ
ｎ
周
防
大
島
」
の
会
場
で
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
生
た
ち
は
普
段
と
少
し
違
う
授
業
内
容
を

楽
し
み
な
が
ら
、
立
派
な
防
災
マ
ッ
プ
を
仕
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
指
導
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
専
門

家
の
方
に
、「
こ
の
町
の
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
偉

い
先
生
よ
り
も
君
た
ち
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
、「
災
害
か
ら
こ
の
町
を
救
う

ぞ
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、
東
南
海
・
南
海
地

震
が
発
生
す
る
と
き
に
は
大
人
に
な
っ
て
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
に
、
楽
し
み
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
防
災
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
く
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

嫌
々
や
る
と
物
事
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
ど
う

せ
や
る
な
ら
子
供
た
ち
を
見
習
い
、「
楽
し
く
」

防
災
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

地域防災術（その２）
～みんなでつくろう防災マップ～

第４
回

地図ができた！

○×クイズで知識取得
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合
併
後
１
年
余
り
を
経
過
し
た
周
防
大
島
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の

５
年
間
を
行
財
政
の
集
中
改
革
期
間
と
位
置
づ
け
、
周
防
大
島
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
う
予
定
で
す
。

プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
助
役
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
が
、
外
部
の

民
間
有
識
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
周
防
大
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

て
策
定
し
た
、
新
町
初
の
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

試
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
試
案
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
広
く
募
集
し
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
自

主
自
立
の
周
防
大
島
町
の
創
造
を
目
指
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
表
す
る
資
料

周
防
大
島
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

資
料
の
閲
覧
方
法

①
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp/

②
文
書
閲
覧

○
閲
覧
場
所
・
電
話
番
号

・
久
賀
総
合
支
所
蕁
７
９
‐
１
０
０
０

・
大
島
総
合
支
所
蕁
７
４
‐
１
０
０
１

・
東
和
総
合
支
所
蕁
７
８
‐
１
１
１
０

・
橘
総
合
支
所
蕁
７
７
‐
５
５
０
０

・
総
合
政
策
課
蕁
７
４
‐
１
０
０
５

○
閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

○
閲
覧
お
よ
び
募
集
期
間

12
月
26
日
豺
〜
平
成
18
年
１
月
16
日

豺意
見
の
提
出
先

○
郵
送

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
番
地

２
　
総
合
政
策
課

○
フ
ァ
ッ
ク
ス
　

７
４
‐
１
０
１
６

○
電
子
メ
ー
ル
　

seisaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

※
意
見
書
の
様
式
は
任
意
で
す
が
、

住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
明
記
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

提
出
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
公
表

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
内
容

ご
と
に
整
理
し
、
町
の
考
え
方
を
付

し
て
、
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
集
中

改
革
プ
ラ
ン
と
あ
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
取
り
ま
と
め
て
公
表
し

ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
、
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公
表
の
際
に
は
、
ご
意
見
の
内
容

以
外
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
試
案
）

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
番
地

２
総
合
政
策
課
（
総
合
政
策
課
総
合

政
策
班
・
大
島
庁
舎
２
Ｆ
）

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
　

０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
１
６

電
子
メ
ー
ル
　

seisaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

周
防
大
島
町
総
合
計
画
策
定

審
議
会
（
平
原
暁
会
長
）
は
、

11
月
21
日
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
基

本
構
想
案
お
よ
び
前
期
基
本
計

画
案
に
つ
い
て
、
中
本
町
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

答
申
書
で
は
、
計
画
の
内
容

は
、
概
ね
適
切
で
あ
り
、
そ
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
状

況
と
の
整
合
性
に
特
に
配
慮
が

必
要
で
あ
る
等
の
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま

え
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る

「
元
気
　
に
こ
に
こ
　
安
心
で

21
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の

島
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
計
画
策
定
審
議
会
が
基

本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本
計

画
に
つ
い
て
答
申
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例年、年末年始は犯罪や事故が多発してい
ることから、警察では、今年も「年末年始特
別警戒」を実施します。歳末を安全、平穏に
締めくくり、明るい新年を迎えるため次のこ
とに気をつけましょう。

○「振り込め詐欺」被害の防止
・融資を口実に保証金をだまし取る「融資保証金
名下詐欺」が急増しています。ウマイ話には気を
付けましょう。
・現金の振り込みを要求する電話や、身に覚えの
ない請求はがきには、「①冷静に対処する。②個
人情報を安易に教えない。③相手方へ連絡しない。
④家族や警察に相談する。」ことがポイントです。

○侵入盗など侵入犯罪被害の防止
・県内の侵入犯罪の約５割が、無施錠箇所から侵
入されています。外出や就寝の際は必ず鍵を掛け
ましょう。
・門灯、玄関灯、センサーライトなどで家の周り
の明るさを確保しましょう。
・家の周りに、泥棒が身を潜められるような死角
や、２階へ侵入する足場となる物などが置かれて
いないか点検しましょう。
・外出するときは、隣近所へ声をかけるなどして、
地域ぐるみで犯罪を予防しましょう。

○自転車盗など街頭犯罪被害の防止
・短時間でも、車やオートバイ、自転車から離れ
る時は、キーを抜き、ドアロック、ハンドルロッ
ク、ツーロックをしましょう。
・貴重品は、車の中や自転車の前かごに置かず、
身に付けるなど保管管理を徹底しましょう。

○金融機関等をねらう強盗事件の防止
・金融機関や深夜スーパーなどの周辺で、不審な
人や車を見かけた時は、すぐに警察へ通報しまし
ょう。

受
章
・
表
彰

◆
旭
日
双
光
章

西
木
宏
さ
ん

（
元
東
和
町
長
・
下
田
）

◆
瑞
宝
双
光
章

饌
本
寅
幸
さ
ん

（
元
東
和
町
教
育
長
・
油
宇
）

◆
瑞
宝
双
光
章

岡
村
芳
弘
さ
ん

（
元
公
立
学
校
長
・
椋
野
）

◆
県
選
奨

川
中
禧
顴
さ
ん
（
大
島
交
通

安
全
協
会
長
・
小
松
）

◆
地
方
教
育
行
政
功
労
賞

村
田
省
三
さ
ん

（
元
橘
町
教
育
委
員
会
委
員

長
・
土
居
）

◆
平
成
17
年
度

山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

山
口
県
教
育
長
賞
受
賞
　

津
海
木
寿
会

◆
瑞
宝
双
光
章

岡
野
利
夫
さ
ん

（
元
公
立
学
校
長
・
東
屋
代
）

◆
瑞
宝
双
光
章

田
中
　
正
さ
ん

（
元
公
立
学
校
長
・
東
三
蒲
）
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高速バス

周防久賀駅より、由宇駅前・岩国駅前・錦帯橋を経由して岩国ＩＣより高速道路
に入り、広島中心部へ直結する高速バスを12月22日貅から運行開始することとなり
ました。通勤・通学等にご利用ください。
運行概要は、下記のとおりです。
◆運行会社／防長交通　株式会社
◆運行系統／周防大島（久賀）～岩国駅前・錦帯橋～広島バスセンター
◆運行距離／９３．８ｋｍ
◆運行回数／一日２往復
◆停留所／周防久賀・周防椋野・東瀬戸・有家・由宇駅前・通津公民館・保津南・

国病下・南岩国駅・空港前・岩国駅前・市役所・一の滝・裁判所・錦帯
橋・関戸・上多田～（岩国ＩＣ・山陽道・五日市ＩＣ）～修道大学前・　
大塚駅・市立大学入口・（広島高速４号線）・広島バスセンター

（注）周防久賀～東瀬戸間、および有家～上多田間、並びに修道大学前～広島バス
センター間の相互間のご利用はできません。（路線バスが運行しているため。）
なお、周防久賀および東瀬戸には高速バスご利用のお客様のための駐車場を準備

しますので、お気軽にご利用ください。

◆運行時刻 周防久賀　　周防椋野　　　東瀬戸　　　　　広島バスセンター
（往路） ６：１０→ ６：１７→ ６：２３　→→→　　８：３６
（往路） ８：２０→ ８：２７→ ８：３３　→→→　１０：３６
（復路）１７：４５←１７：３８←１７：３２　←←←　１５：４０
（復路）２０：１５←２０：０８←２０：０２　←←←　１８：１０

◆問い合わせ／防長交通　運輸部路線課蕁０８３４（２２）７８２４

◆運賃／
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【
相
談
】

事
業
者
が
訪
問
し
て
き
て

「
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
各
家

庭
に
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
す
ぐ

に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
法
律
違

反
に
な
る
。」
と
言
わ
れ
、
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
当

に
設
置
義
務
は
あ
る
の
か
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

平
成
16
年
６
月
２
日
に
消
防

法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
住
宅
に

つ
い
て
、
火
災
警
報
器
の
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
新
築

住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
、
既
存
の
住
宅
は
市
町
村
条

例
で
定
め
る
日
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。
こ
の
法
改
正
に
よ
っ

て
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
悪
質
な

訪
問
販
売
で
す
。

「
す
ぐ
に
取
り
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
契
約
を

急
が
せ
た
り
、
不
適
切
な
価
格

（
市
場
価
格
を
超
え
る
高
価
な

価
格
）
で
販
売
し
た
り
す
る
事

業
者
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
で
、

他
の
事
業
者
と
比
較
す
る
な

ど
、
契
約
は
慎
重
に
行
な
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
公
的

機
関
の
職
員
が
家
庭
を
訪
問

し
、
火
災
警
報
器
を
販
売
し
た

り
、
特
定
の
事
業
者
に
販
売
を

委
託
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
訪
問
販
売
で
火
災
警

報
器
を
契
約
し
た
場
合
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

住宅用火災報知器の訪問販売　
相談は　山口県消費生活センター

蕁０８３（９２４）０９９９

広
報
11
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
12
月
４
日
〜
10
日
は
第
57
回
人

権
週
間
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
月
は

同
和
問
題
の
経
緯
を
振
り
返
り
、「
山

口
県
人
権
推
進
指
針
」
を
紹
介
し
ま

す
。

○
同
和
問
題
は
、
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
重
要
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
国
に
お
い
て
は
昭

和
44
年
に
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」

を
制
定
し
、
以
来
33
年
間
特
別
対
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
大
島
郡
旧

４
町
に
お
い
て
も
、
道
路
改
良
等
の

環
境
整
備
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
同
和
教
育
推
進
大
会
や
行
政
職

員
研
修
、
各
種
教
育
講
座
の
開
催
な

ど
、
教
育
・
啓
発
事
業
の
推
進
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
活

環
境
を
は
じ
め
と
す
る
物
理
的
較
差

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
、
平
成
14
年
度
末
、

国
の
特
別
措
置
法
は
失
効
し
ま
し
た
。

旧
４
町
に
お
い
て
も
、
県
が
一
般
対

策
事
業
へ
移
行
し
た
の
に
伴
い
、
町

単
独
の
特
別
対
策
事
業
終
了
に
至
っ

て
い
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
22
年
度
ま
で
を
指

針
期
間
と
し
た
「
山
口
県
人
権
推
進

指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
も
、
指
針
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
従
来
に
も
増
し
て
基
本
的

人
権
の
尊
重
と
い
う
目
標
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１
月
に
「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
」

（
概
要
版
）
を
、
各
家
庭
に
回
覧
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

周
防
久
賀
・
岩
国
・
錦
帯
橋
〜
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
の
高

速
バ
ス
運
行
を
記
念
し
、
開
業
式
（
出
発
式
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
22
日
貅
　
午
前
８
時
〜

■
式
典
会
場
／
久
賀
ふ
る
さ
と
館
前
駐
車
場
（
周
防
久
賀
駅
横
）

な
お
、
当
日
８
時
20
分
出
発
の
便
に
周
防
久
賀
駅
か
ら
ご
乗

車
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
も
れ
な
く
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。
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ルーラルフェスタ

収
穫
し
た
ば
か
り
の
農

産
物
や
手
作
り
品
な
ど

を
販
売
す
る
ル
ー
ラ

ル
フ
ェ
ス
タ
が
11
月

12
日
と
13
日
に
町
内

５
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
日

か
ら
の
雨
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
汗
ば

む
ほ
ど
の
晴
天
と
な
り
、

み
か
ん
や
野
菜
を
買
い
求

め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

来
年
開
島
４
０
０
年
を
迎
え
る
沖
家
室

で
、
記
念
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
演
は
山
口
市
出
身
で

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ち
ひ
ろ
さ

ん
。
自
ら
が
作
曲
し
た
金
子
み
す
ゞ
の
詩

を
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
な
ど
で
披
露
し

ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
旧
沖
家
室
小
学
校
の
講

堂
に
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
基

金
を
も
と
に
し
て
購
入
し
た
ピ
ア
ノ
が
あ

り
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
も
演
奏
す
る
な
ど
今
も

大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
30
日
、
日
良
居
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

白
鳥
地
区
官
公
庁
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
、
日
良
居
地
区
の
学
校
や

施
設
、
官
公
庁
に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

小
中
学
生
や
保
育
園
児
、
周
辺
施
設
の
入
所

者
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
の
中
へ
入
り
、
煙

が
充
満
し
て
視
界
が
き
か
な
い
状
態
の
中
で

の
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
で

は
子
ど
も
向
け
の
防
災
学
習
ビ
デ
オ
が
上
映

さ
れ
、
参
加
者
は
地
震
に
対
す
る
備
え
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

沖
家
室
開
島
４
０
０
年
記
念
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

白
鳥
地
区
防
災
訓
練
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道の駅「サザンセトとうわ」
オープン１０周年

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
11

月
に
児
童
虐
待
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
地
域
で
子
育
て
家
庭
に

直
接
関
わ
る
保
育
所
や
小
中
学
校
、

民
生
委
員
児
童
委
員
お
よ
び
母
子

保
健
推
進
員
さ
ん
が
児
童
相
談
所

の
職
員
に
よ
る
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
子
ど
も
虐
待
の
背
景
や
、
地

域
で
協
力
し
な
が
ら
社
会
全
体
で

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

周
防
大
島
の
暮
ら
し
を
一
日
体
験

周
防
大
島
に
伝
わ
る
文
化
や
生
活
を
体
験
し
、
新

し
い
町
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
、
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
周
防
大

島
が
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
周
防
大
島
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
、
町

内
外
か
ら
参
加
し
た
家
族
連
れ
約
50

人
が
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
や
タ

マ
ネ
ギ
の
植
え
つ
け
、
ま
な
板
作

り
、
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使

っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
作
り
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
農
村
交
流
伝
承
館
（
服
部
屋

敷
）
で
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
会
、
道

の
駅
で
さ
つ
ま
い
も
直
売
体
験
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
島
の
観
光
拠
点
「
道
の
駅

サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
」
が
、
今

年
で
オ
ー
プ
ン
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
10
月
30
日

大
創
業
祭
が
行
わ
れ
、
お
魚
市

や
野
菜
市
、
バ
ザ
ー
な
ど
町
内

外
か
ら
多
数
の
お
客
さ
ん
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
油
宇

保
育
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

（
写
真
）
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
オ
ー
プ
ン
記
念
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

お大師参りの道しるべを整備

周
防
大
島
八
十
八
カ
所
の
遍

路
道
看
板
を
設
置
す
る
た
め
、

大
島
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
お
大
師
堂
と
遍
路
道
の

調
査
を
始
め
ま
し
た
。
11
月
５

日
に
は
橘
地
区
の
お
大
師
堂
を

回
り
、
お
堂
の
位
置
や
看
板
の

設
置
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

札
所
間
の
距
離
や
駐
車
場
の
有

無
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
東
和
地
区
で
も
調

査
を
進
め
案
内
標
識
の
設
置
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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募募
集集

Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

■
主
催
／

財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン

ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

■
内
容
・
目
的
／

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
、
小
笠
原

諸
島
の
父
島
を
寄
港
地
と
し
て
、

豪
華
客
船
「
ふ
じ
丸
」
に
乗
り
込

み
太
平
洋
ク
ル
ー
ズ
を
行
い
ま

す
。
船
内
で
は
、
自
然
環
境
や
海

洋
に
関
す
る
学
習
（
講
座
・
観
察
）

な
ど
を
、
寄
港
地
で
は
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
自
然
・
海
洋
体

験
活
動
を
行
い
、「
海
・
船
・
自

然
」
に
つ
い
て
の
体
験
を
通
し
て
、

知
識
の
高
揚
お
よ
び
海
事
思
想
の

普
及
を
は
か
る
と
と
も
に
、
団
体

活
動
を
通
し
て
社
会
性
を
学
び
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
平
成
18
年
３
月
26

日
豸
〜
31
日
貊

５
泊
６
日
・
い
ず
れ
も
船
内
泊

■
集
合
・
解
散
場
所
お
よ
び
日
時

（
予
定
）
／

①
東
京
晴
海
ふ
頭

３
月
26
日
午
前
11
時
30
分
集
合

３
月
31
日
午
前
11
時
30
分
解
散

②
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前

３
月
26
日
午
前
７
時
集
合

３
月
31
日
午
後
５
時
20
分
解
散

③
福
岡
空
港

３
月
26
日
午
前
７
時
30
分
集
合

３
月
31
日
午
後
４
時
30
分
解
散

■
対
象
・
募
集
人
員
・
資
格
／

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
（
全
国
で
５
０
０
名
）

■
参
加
費
（
自
己
負
担
額
）
／

①
東
京
晴
海
ふ
頭

８
０
０
０
０
円

（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

②
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅

１
１
１
０
０
０
円

③
福
岡
空
港

１
２
１
０
０
０
円

※
②
、
③
は
集
合
場
所
か
ら
晴
海

ふ
頭
ま
で
の
往
復
引
率
あ
り
。

※
本
事
業
は
、
日
本
財
団
助
成
事

業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
参
加

費
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

平
成
18
年
１
月
10
日
貂

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

大
島
教
育
支
所

蕁
７
４
‐
５
３
０
０

柳
井
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

■
募
集
人
数
／
20
人

■
出
願
期
間
／

平
成
18
年
１
月
５
日
貅
〜
28
日

貍
（
必
着
）

■
試
験
日
／

平
成
18
年
２
月
４
日
貍

※
出
願
資
格
等
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

柳
井
准
看
護
学
院

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
３
０
２
９

自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空

士
要
員
）
募
集

■
受
付
／
12
月
１
日
貅
〜
平
成
18

年
１
月
13
日
貊

■
試
験
日
／
平
成
18
年
１
月
18
日

貉
、
19
日
貅
の
１
日

■
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
試
験
会
場
／

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

タコあげのシーズンになりました。
タコあげをする際には次のことにご注意ください。
①タコあげは、近くに電線の通っていない広いと
ころでしてください。
②万一、タコが電線にかかったら、自分で取ろう
としないですぐに中国電力へ連絡してください。
③電柱や屋根などに上がってタコを取っている人
を見たときは、危ないのでやめるように注意して
ください。
◆中国電力株式会社／
フリーダイヤル０１２０（６１６）３１７

■
試
験
科
目
／

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社

会
お
よ
び
作
文
）、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

■
入
隊
時
期
／
３
月
下
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
／

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
　

柳
井
募
集
事
務
所

柳
井
市
南
町
３
‐
８
‐
４

荒
田
ビ
ル
２
Ｆ

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９
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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／

平
成
18
年
１
月
11
日
貉

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

相相
談談

久賀の石風呂は西日本最古のもので、奈良
東大寺を再築した高僧重源上人が、周防の国
司として防府に来た時この地に立ち寄り、文
治２年（１１８６年）ごろ、諸病に悩む民衆
のために築造されたといわれている。石室の
大きさは幅5.4メートル、高さ2.55メートル、
奥行き4.65メートルで、花崗岩と粘土ででき
ている。寛永３年（１７５０年）の久賀村の
「地下上申」には、藩が石風呂という小物成
（租税）を徴収したという記事がある。昭和
の初めごろまで湯治場として親しまれた。

久賀の石風呂　（国指定）

放
送
大
学
学
生
募
集

■
募
集
内
容
／

○
教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
学
士
取
得
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

○
大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
）

■
出
願
期
間
／

12
月
15
日
貅
〜
平
成
18
年
２
月

28
日
貂

■
問
い
合
わ
せ
／

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

山
口
県
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て

◆
◆
◆
あ
っ
そ
う
だ
！
今
年
の
最
賃
い
く
ら
か
な
？
◆
◆
◆

県
内
の
事
業
所
で
働
く
人
た
ち
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨
時
雇
な
ど
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
金
額
に
足
り
な
い
賃
金
を
支
払
う
と
、
最
低
賃
金
法
違
反

に
な
り
ま
す
。
労
働
者
を
使
用
さ
れ
る
使
用
者
は
、
違
反
と
な
ら

な
い
よ
う
金
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
無
料
電
話
相
談
会

■
日
時
／

平
成
18
年
１
月
14
日
貍
・
２
月

11
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

蕁
０
８
３
４
（
３
２
）
５
７
７
８
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おお
知知
らら
せせ

軽
自
動
車
・
原
付
自
転
車
等

の
所
有
者
の
方
へ

①
軽
自
動
車
・
原
付
自
転
車
等
の

所
有
者
で
す
で
に
転
出
し
た
方
、

ま
た
は
転
出
さ
れ
る
方
は
主
た
る

定
置
場
（
周
防
大
島
町
の
住
所
）

を
転
出
先
の
住
所
に
変
更
し
て
く

だ
さ
い
。

②
所
有
者
が
す
で
に
故
人
と
な
ら

れ
た
場
合
や
譲
渡
さ
れ
た
場
合

は
、
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
方
へ

名
義
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
、
②
共
に
手
続
き
に
必
要
な
書

類
、
場
所
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

・
印
鑑

・
車
検
証
と
住
民
票

（
軽
自
動
車
の
場
合
）

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

（
廃
車
の
場
合
）

■
手
続
き
場
所
／

○
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
（
山
口
市
）

蕁
０
８
３
（
９
２
４
）
０
５
４
２

ま
た
は
最
寄
り
の
モ
ー
タ
ー
ス

○
原
動
機
付
自
転
車

周
防
大
島
町
役
場
税
務
課
、
各

総
合
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

○
農
耕
車

周
防
大
島
町
役
場
税
務
課
、
各

総
合
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
／

税
務
課
蕁
７
４
‐
１
０
０
８

年
末
年
始
の
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
事
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
旅
券
事
務
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
い
ま

す
。

○
年
末
　
12
月
28
日
貉
で
終
了

○
年
始
　
１
月
４
日
貉
か
ら
開
始

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
国
際
課
旅
券
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
２
３
５
２

海
技
免
状
更
新
講
習

■
講
習
日
／
１
月
22
日
豸

受
付
開
始
　
午
後
12
時
30
分

講
習
開
始
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品
／

・
海
技
免
状
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

・
本
籍
記
載
の
住
民
票
１
通

・
写
真

（
45
×
35
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
２
枚
）

※
海
技
士
の
方
は
住
民
票
不
要
、

写
真
は
従
来
ど
お
り
３
×
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

※
紛
失
・
失
効
の
方
は
印
鑑
が
必

要
で
す
。

■
料
金
／
小
型
７
３
０
０
円

（
小
型
失
効
１
６
１
５
０
円
）

大
型
８
１
７
０
円

元旦は初湯につかり、初日の
出を眺めていただくため、午前
７時から午後２時まで営業しま
す。また、先着順にぜんざいを
無料サービスします。

■
問
い
合
わ
せ
／

譖
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

蕁
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

温
泉
の
年
末
年
始
休
業

○
潮
風
呂
保
養
館

蕁
０
８
２
０
（
７
９
）
０
０
２
１

・
年
末
年
始
は
平
常
通
り
営
業

※
１
月
３
日
貂
も
営
業
し
ま
す
。

○
竜
崎
温
泉
潮
風
の
湯

蕁
０
８
２
０
（
７
７
）
１
２
３
４

・
休
業
日

12
月
30
日
貊
、
１
月
６
日
貊

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
休

12
月
30
日
貊
〜
１
月
３
日
貂

○
片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
２
６

・
休
業
日
　

12
月
30
日
貊
〜
31
日
貍

１
月
２
日
豺

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
休
　

１
月
３
日
貂
、
５
日
貅
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周
防
大
島
町
保
健
師

井
　
上
　
奈
　
美

（
橘
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
蔵
脂
肪
症
候
群
）
〜

健
康
診
断
で
、「
血
糖
値
や
血
圧
が
や
や
高

め
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
少

し
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
、と
思
い
が
ち
で
す
が
、

内
臓
脂
肪
に
よ
る
肥
満
の
人
が
、「
糖
尿
病
」

「
高
血
圧
」「
高
脂
血
症
」
と
い
っ
た
生
活
習
慣

病
に
な
る
危
険
因
子
を
複
数
併
せ
も
つ
と
、
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど

命
に
関
わ
る
危
険
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状
態
を
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
い
、
今
大
変
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準

は
下
表
の
通
り
で
す
。
ま
ず
は
内
臓
脂
肪
の
蓄

積
を
み
る
た
め
に
お
へ
そ
の
周
囲
を
測
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
必

須
条
件
で
、
他
の
３
項
目
の
う
ち
２
つ
以
上
に

該
当
す
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
（
糖
分
・

塩
分
・
脂
質
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
）、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
適
度
な
運
動
、禁
煙
が
基
本
で
す
。

体
重
や
ウ
エ
ス
ト
を
こ
ま
め
に
測
り
、
記
録
し

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
必
ず

定
期
的
に
健

康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

◆日時／平成18年１月14日貍午後２時開演　
（午後１時半開場）

◆場所／大島文化センター　ホール
◆内容／和楽器をこよなく愛する者たちが心をひとつにし結成さ
れた「独楽（こま）」。それぞれの楽器の特徴が生かされるように
と駆使された全員による演奏を披露。
※受付で会員券を提示、または当日入場券（１０００円）をお求
めの上ご入場ください。（中学生以下は無料です。）
※沖浦（家房午後１時発）・三蒲（東浜午後１時発）・屋代（奥
畑午後１時発）方面から無料送迎バスを運行しますので、最寄の
バス停にてご利用ください。
※また、定員になり次第、乗車できませんのでご了承ください。
◆問い合わせ／大島の文化を高める会事務局　
蕁７４―５３００

ほほえましい園児の絵画・
工作をたくさん展示していま
す。ぜひご覧ください。
◆期間／
平成18年１月15日豸まで
毎週土・日曜日
※12月31日、１月１日は休館
午前９時～午後４時　
（入館料無料）
◆問い合わせ／大島教育支所
蕁７４―５３００

①腹囲（おへその周囲を測定）が
男性:85cm以上、女性:90cm以上

↓はい
②次のうち、２つ以上当てはまる。
■中性脂肪150mg/dl以上、または
HDLコレステロール値40mg/dl未満
■最大血圧130mmHg以上、または
最小血圧85mmHg以上
■空腹時血糖110mg/dl以上

↓はい

メタボリックシンドロームの疑い
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氏名　村田
むらた

芳夫
よしお

職名　周防大島町立大島病院　内科
当地へ着任して早いもので２年余り
が経過しました。専門は脳神経内科で
す。もの忘れ相談をはじめ、脳梗塞やパ
ーキンソン病などの診療を主としていま
す。お困りの方はどうぞご来院ください。
よろしくお願い致します。

今月の納税 固定資産税第３期分　国民健康保険税第６期分　
納期限　１２月２６日豺　詳細は税務課へ蕁７４ー１００８

初日の出は文珠山頂で！
２００６年１月１日、文珠山頂で

は日の出前から地元の文珠クラブの
皆さんによるもちつきが行われ、ぜ
んざいが振る舞われます。
文珠山頂がライトアップ
12月30日、31日の夜間、大島の

「大」をイメージしてライトアップ
されます。

詳しくは
文珠クラブ会長舛永博幸さん
蕁７４－２９５２まで
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◆◆◆おわびと訂正◆◆◆
広報すおう大島１１月号の「平成１７年度上半
期周防大島町の財政状況」で、町債残高の状況に
誤りがありました。おわびして訂正します。

■日時／平成18年１月５日貅
視閲　午前９時40分から
式典　午前10時から　　
■会場／
視閲　東和総合センター駐車場
（雨天の場合は東和総合セン
ター大ホール）

式典　東和総合センター大ホール

平成17年消防出初式

PDF版ではこのコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
譌

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

中
なか

本
もと

朝
あさ

陽
ひ

くん
平成16年12月1日生まれ
（久賀・八幡下）

（１２月１日現在）
人　口　21,908人（34人減）
男 9,888人
女　12,020人

世帯数　10,952戸（11戸減）

11
月
27
日
、
屋
代
ダ
ム
周
辺

で
屋
代
湖
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
屋
代
湖
畔
を
タ
ス

キ
で
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
に
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
80
チ
ー
ム

約
５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。選

手
た
ち
は
紅
葉
の
美
し
い

ダ
ム
公
園
を
走
り
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

岡
おか

崎
ざき

杏
あん

梨
り

ちゃん
平成16年12月18日生まれ

（橘・安下）

◆日時／12月23日貊　午後３時～７時30分
◆場所／久賀サンロード商店街
◆催し／
ホットバザー、フリーマーケット、似顔絵、ビンゴ大会など
◆ステージイベント／
本家熊野屋・マウンテンマウスライブ・源空寺保育園児の太鼓演奏・油宇
保育園児によるお茶のお手前、久賀引山太鼓演奏など
◆問い合わせ／久賀町商工会
クリスマスキャンドルフェスタ実行委員会蕁７２－０４７８


